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全国釣竿公正取引協議会 

第３０回定時総会開催される 
 

平成２６年５月２８日(水)午後３時１５分より東京都千代田区霞が関 

東海大学校友会館 富士の間において第３０回定時総会が開催されま

した。 

先ず藤井治幸会長が挨拶し、ご来賓として消費者庁表示対策課 片桐

一幸課長、安藤香織規約係長の紹介がなされ、消費者庁片桐課長よりご

挨拶をいただきました。 

   

 第３０期（平成２５年度）事業報告・決算報告については、ほぼ計画どおり達成したことが報告されました。

第３１期（平成２６年度）事業計画(案)・収支予算(案)については原案どおり承認されました。 全ての議案審

議を終え、総会は無事終了しました。 

引き続き、表彰式が執り行われました。表彰された皆様をご紹介いたします。（敬称略） 

 

永年役員表彰 12 年 1 名 藤井治幸会長 

永年継続会員表彰 30 年 

 

 

 

15 社 

 

 

 

㈱宇崎日新・㈱エム・オン・㈱がまかつ・ケーテー関東㈱・ 

櫻井釣漁具㈱・㈱上州屋・㈱スズミエンタ―プライズ・㈱スミス 

征興産業㈱・㈱タカミヤ・㈱ティムコ・㈱天龍・㈱ミヤマエ 

㈲吉野釣竿製作所・㈱リチャーズ 

20 年 2 社 ㈲アリゲーター技研・アングラーズリパブリック㈱ 

10 年 1 社 マルキユー㈱ 
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第３１期（平成２６年度）事業計画 

 第３１期（平成２６年度）の事業計画では、毎年の継続として実施する事業以外に、特に３０周年事業の中で 

広報を目的とした「懸賞」を予定しています。 

 

１．「釣竿の表示に関する公正競争規約」と施行規則等に関する事業 

(1)「釣竿の表示に関する公正競争規約」と施行規則等

の啓発 

 ①「釣竿の表示について」の冊子作成・発行し、会員

各位へ規約・規則の徹底を図る 

 ②ホームページの活用 

 ③規約・規則の変更後の各種手続き等フォロー事業

を行う 

(2)「釣竿の表示に関する公正競争規約・同施行規則」

変更に関する説明会 

 ①東京会場での説明会開催 

(3) 認定及び認定書発行業務 

(4) 公正マークの頒布、普及 

(5) 釣竿における公正マークの使用及び基準に関する

規則見直し作業 

(6) 表示に関するアンケート調査 

 ① 大阪・横浜フィッシングショー来場者を対象に「公

正マーク」の認知「規格」等についての意識調査を

アンケート形式で実施 

２．広報・宣伝に関する事業 

(1) 協議会についての PR 

 ①「公正競争規約とは」、「公正マーク一覧」のパネル

を一般消費者にご理解いただけるよう大阪・横浜フ

ィッシングショーに展示 

(2) 感電事故注意の啓蒙活動 

 ① 大阪・横浜フィッシングショーの小間に感電事故防

止資料を展示し啓蒙活動を行う 

(3) 公正マーク PR 

 ①大阪・横浜フィッシングショーに出展された会員各位

には自社小間で会員証の掲示を協力して頂き、事

務局では公正マークステッカーを来場者に配布し

て公正マークの PR を図る 

 ②消費者へ公正マークの認知を図る 

    釣り雑誌への広告掲載 

(4) ホームページの更新 

(5) 公取協だより発行 

３．調査指導に関する事業 

(1) 公正競争規約等の普及 

(2) 会員対象調査実施 

 ① 調査指導委員会による会員対象調査 

 ② 繊維含有率検査の実施 

(3) 感電事故防止策 

(4) 公正競争規約・製造物責任法等に関する消費者か

らの苦情相談 

４．関係官公庁および関連団体との連絡、協調に関する事業 

(1) 消費者庁 (2) （一社）全国公正取引協議会連合会 

５．会員募集 

６．各委員会活動 

(1) 総務委員会 (2) 調査指導委員会 

７．（一社）日本釣用品工業会との連携 

８．30 周年 記念事業 

(1)30 年のあゆみ刊行 (2)懸賞の実施 
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（１）景品表示法の一部を改正する法律の公布について 

改正景品表示法は6 月6 日に成立し、同月13 日に公布されました。 

主な改正内容は、①消費者庁を中心として関係官庁が連携し、表示に関する監視指導を強化するた

めの体制の確立、②都道府県知事に対して、景品表示法に基づく措置命令権限の付与、③食品表示

等に関するコンプライアンス強化のため、事業者における表示に関する管理体制の強化等です。 

施行は、公布の日から起算して6 月を超えない範囲内において政令で定める日とされています。 

（資料Ｐ．４～Ｐ．６） 

 

（２）ストールの組成に係る表示の適正化について 

消費者庁は、オンラインショッピングにおいて販売されているカシミヤ使用を標榜するストールについ

て、例えば、ウェブサイトにおいて「カシミヤ100％のストール」と表示していたが、実際は「アクリル100％」

等であったとして、家庭用品品質表示法及び景品表示法上問題となる事実が認められたため、18 事業

者に対し、同法に係る違反の防止並びに消費者被害の未然防止のため、指示・指導を行いました。新聞

報道によれば、既に当該表示を改善していることなどから景品表示法の措置命令は出さず、同法の指導

と家庭表示品質表示法に基づく改善指示にとどめたということです。 

景品表示法の考え方 

ア 景品表示法（昭和３７年法律第１３４号）は、自己の供給する商品・役務の内容について、一般消

費者に対して実際のものよりも著しく優良であると示すこと、又は事実に相違して当該事業者と同

種・類似の商品・役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく優良であると示すことにより、

不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認め

られる表示を不当表示（優良誤認表示）として禁止している。 

イ カシミヤは、カシミヤ山羊の毛であり、カシミヤを使用した製品は、その光沢や滑らかな感触、保

温力に優れていること等から、一般的に高級品として認識されている。 

前記事例のように、ストールの原材料として、カシミヤが全く用いられていないにもかかわらず、ウェブ

サイト等において、あたかも、カシミヤが用いられているかのように示す表示は、ストールの内容につい

て、一般消費者に対して、実際のものよりも著しく優良であると示す表示であり、景品表示法第４条第１項

第１号に規定する表示であると認められ、同項の規定に違反する。 

消費者庁   News Release 

◇夏期休暇のお知らせ◇ 

８月１３日（水）～１５日（金）３日間を夏期休暇

とさせていたただきます。 
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